


























































 3  今後の課題 
WINE PlusではWINEに登録した冊子体等の所蔵資料
の情報も検索できるが、登録にタイムラグがあるため、
冊子体の最新情報も確認したい場合はWINEでの検索も
必要である。2019年に導入予定の新システムではタイム
ラグは解消される見込みであるが、現時点では、こうし
た性質を把握して利用していただく必要がある。
また「学術情報検索」、「電子ジャーナル・電子ブックリ
スト」、そして「WINE Plus」と、図書館が提供する電子
資料へのナビゲーションサイトが複数あるため、適切な
情報提供と利用案内を心がけたい。
※KB:…Knowledge…Baseの略称。世界中の出版社や情報
システムベンダーなどから電子リソースのタイトルや
URLなど簡易なメタデータを網羅的に収集し、最新の状
態で保持しているデータベースのこと。
図1　WINE…Plus　トップ画面
図2　電子ジャーナル・電子ブックリスト…トップ画面
